
モダリティとの情報を一元管理。受診者情報管理を強力サポート。

PPMWM
PACSPLUS Modality Worklist Management Server

PPMWM（検査情報管理システム）

PPOrder PPMWM PPS
PPW

他社
PACS

既存の電子カルテ

PPOrder（PPMWM 購入時、無償提供）

●従来の紙のカルテを電子情報に置き換えることで、

データベース上での情報管理、編集が可能となります。

●磁気カードリーダやバーコードリーダーと接続するこ

とで、ＭＷＭサーバから、カードやバーコードの情報

を基に特定オーダーを取得することができます。

PPMWM Main 画面
モダリティとの接続状

態、検 査 情 報 取 得、転

送記録など稼働状況や

履歴を確認することが

できます。

患者検査情報（オーダー）を各モダリティへ提供
・DICOM規格のMWM（モダリティ・ワークリスト・マネージメント）を利用し、
患者情報、検査情報をモダリティへ転送。
・患者情報（患者 ID、患者名ローマ字 /漢字）を院内システムで一括管理。
・モダリティー側の患者情報入力の省力化や入力誤りを防止。
・撮影時のオペレーションの軽減及び、効率化が図れる。

ワークリストサービス仕様
・複数モダリティによる同時接続に対応する。
・モダリティ毎に異なる応答キー属性を設定可能。
・拡張文字セット対応。

PPMWMの最低動作環境 PPMWMの推奨動作環境

安全に関する注意
製品を安全にお使い頂くため、使用前に必ず「取り扱い説明書」をよくお読み下さい。
記載内容は機能向上のため予告なく変更する場合があります。最新版についてはお問い合わせ下さい。

PACSPLUSについてより詳しい情報はhttp://hesel.jpをご覧下さい。

!

■お問い合わせ先

検査情報入力

HIS/RIS interface 
Text file、
DB access、

   Excel File など

検査情報入力

検査
情報

検査
情報

Modality

プロパティ画面
接続モダリティの IP アドレス、

ポート、モダリティの追加、登

録モダリティの削除を行います。

患者属性情報を
モダリティへ転送

DICOM
データ

DICOM
データ

※HIS / RIS と接続させるためには追加開発が必要になる場合があります。

※

・ CPU :Pentium Ⅳ 3GHz 以上

・ メモリ: 4GB 以上

・ HDD : Client : 500GB以上、 MSDE :1TB 以上(SCSI 推奨 )

・ OS :Windows 7/10

・ CPU : Core i5 3GHz 以上

・ メモリ : 8GB 以上

・ HDD : Client :1TB 以上、 MSDE :1TB 以上（SCSI 推奨 )

・ OS : Windows 10 

■開発元

　株式会社 HeSeL(ヘッセル)

　〒104-0032 東京都中央区八丁堀1-11-3 ディアレスト東京 8F

　TEL 03-3553-1201(代表)　03-3523-5390(サービス) 

　FAX 03-3555-5122 

　http://hesel.jp/

■｢PACSPLUS｣は株式会社HeSeLの登録商標です。


